



Hayashi Kyujiro (1882-1964) and his commitments to the"Asian Affairs : Thoughts and
Conducts of a Waseda University graduate diplomat Kenichi Goto
Hayashi Kyujiro is one of the few career diplomats in the prewar period who graduated a
private university, Waseda University and became ambassador. During his 30 years service in the
Gaimusho (1906-1936) , Hayashi spent almost 20 years in China, especiallyHManchuria. When
the Manchurian Incident broke out, he was consuトgeneral in Mukden. Based upon his hard
experiences caused by the army's intervention in the"China affairs , Hayashi, a liberalist,
)
strongly criticized the army's intervention in foreign affairs and insisted that diplomacy should be
handled by the Gaimusho.
After his retirement from the Gaimusho in 1936 (his last post was ambassador to Brazil), he
became deeply involved in the "Southern issue", first as the president of the influencial Nanyo
Kyokai (South Seas Society), and later as the advisor to the Japanese military government in
the war time Java. One of the most important contributions made by Hayashi as a Southern
expert was the proposal to "grant independence to Java", although not to the whole Indonesia,
which he submitted to the Japanese government in spring 1944. His proposal became the basis of
the so-called "premier Koiso Declaration" in September 1944. This essay examines his thoughts

























































































































































































































































































































































































30 ｢理事長就任に際して｣ 『南洋』 24巻5号, 1938年, 5頁｡
31同上, 4頁｡


































36　The Netherland East Indies Government, Ten Years of Japanese Burrowing in the Netherlands East Indies (London:
His Majesty's Office, 1942), p.

































39 ｢南遊所感｣ 『南洋』 26巻8号, 1940年, 3頁｡
40　林久治郎『南洋現勢概観』日本外交協会, 1940年, 8ページ｡
















































































































59 ｢日本の将来｣ 『外交時報』 841号, 1939年12月, 88頁｡
60 ｢巻頭言｣ 『南洋』 28巻1号, 1942年, 1頁｡
































62 ｢我観南方策｣ 『外交時報』 860号, 1940年1月, 23頁｡
63 ｢巻頭言｣ 『南洋』 28巻1号, 1942年｡
















































































































































77 ｢内地の様相｣ 『新ジャワ』 1巻3号, 1944年12凡　66頁｡
78　同上,
79　同上, 66頁｡
80　同上‥　57頁｡
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のであった｡ ｢同胞の中には,或は軍政要員であって内地に帰りたがったり,或は民間の事業担当者の
間に今なほ利潤追求の考へを清算し切れないもののある事を知って遺憾に堪-ないものがある｡｣ 81
筆者の知見の限り,この1944年秋の論説が敗戦前の林の最後の著述と思われる｡すでに敗色濃厚を感
じとる中で,林がもっとも憂慮していたのは,日本の伝統的な国家観,社会観の衰退ということではな
かったかと思われる｡狂信的な反欧米思想とは無縁であったものの,林が今次大戦をヨーロッパ対アジ
アという図式で捉えようとしたのも,あるべき国家観あるいは家族観と無縁ではなかろう｡林は,現下
の戦争を｢ナポレオン戦争と同意義をもつ世界大変革の戦争｣ 82と捉え,その結末は敵味方を問わず社
会的にも経済的にも重大な変化をもたらすだろうと展望した｡この点について具体的な言及をしている
わけではないが,林はアダム･スミスやj.s.ミル流の自由主義経済はいずれの国でも終湾するだろう
と予見しつつ,また日本の現状を批判しつつ,日本の未来像をこう描くのであった｡ ｢戦争が終わった
時, 19世紀にみられた資本万能,利潤追求の時代が再来すると思うのは大まちがいである.戦後に来る
社会は,はるかに改善をされた立派な社会,一億同胞に不平不満の少ない時代がこよう｡｣ 83
おわりに
以上,本稿は外交官林久治郎の中国および南方(東南アジア)との関わりの軌跡を林自身の著作の分
析を通じて考察したものである｡林が外務省に入省した日露戦争の終結直後から敗戦と共にジャワ軍政
顧問を退くまでの約40年は,日本の対外関係がかつてないほど国際環境に規定され,同時にそれに影響
を与えた時期であった｡その中で北進(中国大陸)を重視するか南進(東南アジア)を重視するか,あ
るいは両地域に併進するかは,日本の対外政策をめぐる重要な争点であった｡そして林は,この南北双
方に長期にわたりかつ深く関与した数少ない外交官であった｡この林のアジアとの関わりの特徴を,吹
のように約言しておきたい｡
第一は,中国東北地方- ｢満州｣での20年近い林の外交官生活は,この地を日本のそして自らの生命
線,権益圏と位置づけた軍部-とくに陸軍-との摩擦の年月であった｡この満州での経験から林にとっ
て日本の対アジア外交の最大の課題は,いかにして外務省主導による｢外交一元化｣を回復するかであ
った｡ここで留意すべき点は,林は30年間の外務省生活を通じ本省での政策決定に参画したことはほと
んどなく,いってみればつねに外交の最前線にあった野戦司令官型の外交官であったことである｡それ
だけに林にとって｢外交一元化｣はたんなる抽象的なお題目ではなく,切実な要求であった｡ ｢大東亜
戦争｣勃発前夜の林が,外務省退官者を中心に組織された｢十人会｣の一員として,対米英戦回避に向
け有田八郎らと行を共にしたことは｢外交一元化｣の試みの一つに他ならない｡しかしながら,戦時期
日本では,重光葵外相らの戦後を視野に入れての外交の主体性回復の努力等はみられたものの,古典的
な意味での｢外交一元化｣は実現すべくもなかった｡
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｢外交一元化｣とも関連するが林の第二の特徴は,彼が1930年代初めの時点で軍の海外出兵に際しては
｢必ず有力なる外交官を一人附属せしめなければならない｣と指摘していたことである｡ ｢軍司令官の最
高顧問として相当の発言権｣を外交官に付与することの重要性を説いた林は,はからずもその言葉通り
戦時期ジャワ軍政において自らが｢軍政顧問｣の地位に就くことになった｡しかしながら戦時占領統治
は,本質的に軍優位の思想が貫徹されたものであり,林がジャワで｢相当な発言権｣をもつことは決し
て許されなかった｡とはいうものの,林が｢ジャワ独立｣の基本的方向を明確に示し第十六軍(陸軍)
上層部から一定の支持をとりつけたことは,彼の中で元外交官としての誇り得る成果の一つとして認識
されたものと思われる｡とくに外務省内の穏健派ともいうべき｢十人会｣が, ｢大東亜｣各地における
｢独立国｣を広範に認めることが｢外交一元化｣の前提とみなしていたことを想起するならば,第十六
軍の中にあって｢ジャワ独立｣の約束をとりつけたことは,林にとって｢外交一元化｣に向けてのささ
やかな貢献として認識されたであろう｡
第三は, 1930年代後半の林の外交論の中で, ｢アジア主義｣的な色調が明確になってきたことである｡
軍部の外交介入を嫌悪した林であったが,その軍を先頭に展開される日中戦争から｢大東亜戦争｣初期
を彼は,持てる国vs･持たざる国,圧迫民族vs.被圧迫民族の図式の中で捉えた｡その上で持てる国が,
東南アジアに有する植民地を持たざる国日本に対し開放し,機会均等の原則を適用せよと迫るのであっ
た｡この論法に立つものは林も含めそのほとんどが,日本が｢圧迫民族｣の一員であることを一意識的
であるか否かに関わらず-無視していることも指摘されるべき特徴の一つである｡換言すれば,日本は
｢アジア解放｣のための戦争という理念は掲げたが,実態としては欧米列強に代わる新たな｢持てる国｣
になるための,即ち戦争遂行のための重要資源を獲得するための,便宜上の｢解放｣でしかなかった｡
第四の特徴は, ｢独立｣問題にみられる林の蘭領東インド(インドネシア)観である｡林はジャワ
(含マドゥラ,バリ)に限定しての独立を考えたが,その最大根拠は｢インドネシア｣という概念はま
だ実体としてほ存在していない,即ち民族主義者の思い入れに過ぎないとの根強い認識であった｡しか
も彼の考える｢独立国｣とは,日本の強力な指導の下に日本精粗　日本語能力で武装した｢原住民｣か
ら構成される国家であった｡単純化していうならば軍政顧問としての林にとって,独立を認容するのは
インドネシア人の民族主義に共鳴しそれを積極的に評価したからではなく,軍政の円滑な遂行-それに
よる｢聖戦｣完遂という日本の国家的目的のためであった｡総括的にいうならば,林久治郎の｢ジャワ
独立｣論には,当時の状況を考えるならば一定の進歩性を見出すことができるが,それ以上に大きな限
界があったことも否めない事実であった｡
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